
第
だい

１６回
かい

毎
ま い に ち

日パソコン入
にゅうりょく

力コンクール

６月
が つ た い か い

大会
【課

か

　題
だい

】

第
だい

５部
ぶ

　和
わ ぶ ん

文Ａ　小
しょうがくせい

学生低
てい

・中
ちゅう

学
がくねん

年

ことわざ・慣
か ん よ う く

用句①

制
せ い げ ん じ か ん

限時間５分
ふん

【コンクール当
とうじつ

日の注
ちゅういじこう

意事項】

１．この用
よ う し

紙を拡
かくだい

大・修
しゅうしょく

飾などして、当
とうじつ

日使
し よ う

用しても問
もんだい

題ありません。

２．団
だんたいせきにんしゃ

体責任者の指
し じ

示にしたがい、１８桁
けた

の参
さんかばんごう

加番号を半
はんかくすうじ

角数字で入
にゅうりょく

力してください。

３．課
か だ い

題の入
にゅうりょく

力はすべて全
ぜんかく

角文
も じ

字でおこなってください。スペースと改
かいぎょう

行も字
じ す う

数に数
かぞ

え

ます。ただし最
さいしゅうぎょう

終行はのぞきます。

※参
さんこうぶんけん

考文献：小
しょう

学
がくかん

館　慣
かんようく

用句びっくりことば事
じ

典
てん

（文
も じ

字数
すう

１, ４１０字
じ

程
てい

度
ど

）

＜課
かだいぶんしょう

題文章の禁
き ん そ く も じ

則文字について＞

毎
まいにち

日パソコン入
にゅうりょく

力コンクールでは、引
いんよう

用した文
ぶんしょう

章を原
げんぶん

文のままソフトに取
と

り込
こ

んでい

るため、行
ぎょうとう

頭、行
ぎょうまつ

末に禁
き ん そ く も じ

則文字が来
く

る場
ば あ い

合があります。課
かだいぶんしょう

題文章のＰＤＦファイルど

おりに入
にゅうりょく

力すると正
せいかい

解になります。

第
だい

５部
ぶ

 課
か だ い

題

主
しゅさい

催  毎
まいにちしんぶんしゃ

日新聞社

  一
いっぱんしゃだんほうじん

般社団法人　日
に ほ ん

本パソコン能
のうりょくけんていいいんかい

力検定委員会

後
こうえん

援  総
そ う む し ょ う

務 省

  文
も ん ぶ か が く し ょ う

部 科 学 省

  厚
こ う せ い ろ う ど う し ょ う

生 労 働 省

  経
け い ざ い さ ん ぎ ょ う し ょ う

済 産 業 省 ほか

この用
ようし

紙は、大
たいかい

会当
とうじつ

日使
しよう

用しますので、必
かなら

ずご持
じ

参
さん

ください。



１行
ぎょう

２８字
じ づ め

詰で、つぎの文
ぶんしょう

章を入
にゅうりょく

力してください。

　※　　の箇
か し ょ

所で改
かいぎょう

行（Enter） してください。

立
た

つ鳥
とり

あとをにごさず

てんさいはわすれたころにやってくる

そなえあればうれいなし

病
やまい

は気
き

から

るいは友
とも

をよぶ

かえるの子
こ

はかえる

まな板
いた

のこい

えびでたいをつる

のこりものには福
ふく

がある

花
はな

よりだんご

馬
うま

の耳
みみ

にねんぶつ

おににかなぼう

きつねとたぬき

さるも木
き

からおちる

目
め

は口
くち

ほどにものを言
い

う

ねこに小
こ

ばん

ゆだんたいてき

頭
あたま

かくしてしりかくさず

こいのたきのぼり

ぬかにくぎ

れきしはくり返
かえ

す

親
した

しきなかにもれいぎあり

にがした魚
さかな

は大
おお

きい

ふくろのねずみ

わらう門
かど

には福
ふく

来
き

たる

ちりもつもれば山
やま

となる

へそで茶
ちゃ

をわかす

つるの一
ひとこえ

声

せいてはことをしそんじる

すずめのなみだ

石
いし

の上
うえ

にも三
さんねん

年

昔
むかし

とったきねづか



くさいものにふたをする

人
ひと

のふり見
み

てわがふり直
なお

せ

ほねおりぞんのくたびれもうけ

けんえんのなか

とんびにあぶらあげをさらわれる

六
ろくじゅう

十の手
て

習
なら

い

来
らいねん

年のことを言
い

えばおにがわらう

ももくり三
さんねん

年かき八
はちねん

年

身
み

から出
で

たさび

りょうやくは口
くち

ににがし

よいっぱりの朝
あさ

ねぼう

なきっつらにはち

はなが高
たか

い

　とくいになっているようす。

　妹
いもうと

は先
せんせい

生に作
さくぶん

文をほめられてはなが高
たか

いらしい。

あせ水
みず

たらす

　ろうくをいとわず、一
いっしょう

生けんめいはたらく。

　わたしの家
いえ

は父
ふ ぼ

母がわかいじだいから、あせ水
みず

たらしてとも

ばたらきし、たてたものだ。

くびをつっこむ

　ある物
ものごと

事にきょうみやかんしんを強
つよ

く持
も

ってかんけいする。

　いろいろなおけいこにくびをつっこんでいるのでいそがしい

。

朝
あさ

めし前
まえ

　きわめてたやすいこと。

　これくらいのことは、朝
あさ

めし前
まえ

だよ。

あいづちをうつ

　あいての話
はなし

にちょうしをあわせる。



　あいづちをうちながら、話
はなし

を聞
き

く。

ばつがわるい

　その場
ば

のちょうしがわるい。きまりがわるい。

　父
ちち

にしかられているところをともだちに見
み

られ、ばつがわる

かった。

ひとたまりもない

　かんたんに打
う

ちくずされる。ちょっとの時
じ

間
かん

も持
も

ちこたえら

れない。

　どんなに丈
じょう

夫
ぶ

な家
いえ

でも、今
こん

度
ど

の大
おお

きな台
たいふう

風には、ひとたまり

もないだろう。

ちえをしぼる

　ありったけのちえで一
いっしょう

生けんめい考
かんが

えて、よいいけんをだそ

うとする。

　がっきゅうのみんなでちえをしぼって作
つく

り上
あ

げたげきなので

、多
おお

くの人
ひと

に見
み

せたい。

けたが違
ちが

う

　大
おお

きな差
さ

があって、くらべものにならないこと。

　ナイアガラの滝
たき

は、日
に

本
ほん

の滝
たき

とはけたが違
ちが

う。

目
め

をこらす

　よくちゅういして、じっと見
み

つめる。

　遠
とお

くからくる人
ひと

が、だれかとたしかめるため、じっと目
め

をこ

らした。

首
くび

をかしげる

　不
ふ し ぎ

思議に思
おも

ったり、どうかしらと考
かんが

えたりすること。

　おかしなことがあるものだと首
くび

をかしげた。

手
て

をつくす



　あらゆるしゅだん、ほうほうをこころみて、どりょくをする

。

　病
びょう

気
き

のちりょうに手
て

をつくす。

牛
うし

の歩
あゆ

み

　牛
うし

が歩
ある

くように、ものごとの進
すす

みがおそいことのたとえ。

　母
はは

は海
かいがいりょこう

外旅行の体
たいけん

験以
い

来
らい

、牛
うし

の歩
あゆ

みながら英
えい

語
ご

の勉
べんきょう

強をつづ

けている。

くちびるをかむ

　くやしさや、いきどおりをじっとがまんする。

　兄
あに

は試
し

験
けん

に失
しっぱい

敗し、くちびるをかむ思
おも

いで、この一
いちねん

年勉
べんきょう

強に

とりくんだ。

いきをぬく

　気
き

分
ぶん

をかえたり、やわらげたりするため休
やす

みをとる。

　いきをぬくひまもなく、しごとをする。

一
いち

から十
じゅう

まで

　何
なに

から何
なに

まですべて。

　かれは一
いち

から十
じゅう

までせわをしてもらっている。

うでが上
あ

がる

　前
まえ

より上
じょうず

手になる。

　ひさしぶりに父
ちち

とサッカーをしたら、うでが上
あ

がったな、と

ほめられた。

はめをはずす

　ついおもしろくてちょうしにのり、ていどをこしてしまう。

　そつぎょうしきの日
ひ

、ともだちと歌
うた

ったりさわいだりして、

はめをはずしていたら、母
はは

にしかられた。


